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1. 背景・目的 

近年市民参加が積極化される中、行政は様々な手段

で住民の参加を期待する。しかし、情報授受が日々複

雑化・多様化する中、行政が保有する情報は市民に必

ずしも伝えられておらず、市民－行政間には情報ギャ

ップが存在する。筆者ら 1),2),3)はこのギャップ解消手段

の一助として、営造物TSに関する研究を行っている。 

営造物 TS とは街中に存在する営造物（税金が投入

されているもの）に関する詳細な情報を即時・即物的

に取得可能なシステムである 3)。本研究では「市民の

期待する情報」「行政の情報公開可能性」を明らかにし、

営造物 TS の実現可能性について考察する。 

2. 研究フロー 

本研究は 2 種の調査を骨格として「営造物 TS の実

現可能性」について考察する（図-1参照）。 

1) webを通じて行政が公開する情報量・情報種類を確

認し、情報公開可能性を明らかにする。 

2) 営造物 TS プロトタイプ 3)を供した市民反応調査よ

り、市民意識の類型化を試みる。 

3. 行政の情報公開状況調査 

 大阪市、大阪府、さいたま市が行う情報公開につい

て、それぞれ web ホームページを基点に他のリンク

（PDF や Excel など）までを範囲として公的営造物に

対するその情報内容及び情報種類、アクセス経路、表

示形式（PDF やファイル、リンクなど）を検索し、情

報公開の現状を調査した。 

一例として「服部緑地」の調査結果をまとめたもの

が表-2,表-3である。費用情報（公園管理費）、建物情

報（連絡橋の構造）、安全情報（防災関連施設）など専

門性の高い情報が確認できる。また途中メニュー数は

最大 127、情報取得経路は 12 存在する。また大阪市、

さいたま市でも同様の結果である。よって行政の情報

公開はアクセス性が低いものの、専門的かつ詳細な情

報量から潜在性が認知でき、営造物 TS の即時・即物

的な情報検索により、連鎖的に情報喚起を促進させる

ことで、情報のアクセス性が高まるであろう。 

 
図-1 研究フロー 

 

表-2 「服部緑地」における既存公開情報 

 
 

表-3 「服部緑地」における情報取得経路の詳細 

 
 
 

4. 営造物 TSによる市民反応調査 

4.1 公的営造物 TSの概要と実験方法の概略 

営造物 TS の実装に向けたプロトタイプを供した試

用実験を行い、市民の類型化を試みた。 

 実施期間は 5 日間で、一人あたり約 40 分程度の対面

式ヒアリングである。営造物は図-2の中分類を対象に、

パソコン画面上に各営造物の基本、建物、費用、利用、 

安全、その他の情報を被験者に閲覧してもらう。被験

者は大阪市立大学生 14 名である。 

営造物TSの試作

営造物TSによる
市民反応調査

市民の期待する情報

行政の情報公開状況の調査

目的情報への
アクセス性調査

既存公開
情報調査

行政情報への
アクセシビリティー

行政が公開する
情報量・情報種市民の類型化

営造物TSの実現可能性

行政の情報公開可能性

情報種類 情報内容 情報取得経路 情報形式 キーワード検索 クリック数 途中メニュー数

住所
①
⑫

web －
4
5

48
48

電話
①
⑫

web －
4
5

48
48

面積
①
⑫

web －
4
5

48
48

連絡橋の構造 ⑪ pdf 服部緑地　構造 － －
緑地面積 ⑪ pdf 服部緑地　構造 － －
緑被率 ⑪ pdf 服部緑地　構造 － －
公園管理費 ⑥ web － 4 127
整備費 ⑦ web － 4 127
施設費 ⑨ pdf 服部緑地　費用 － －
イベント情報 ⑫ web － 5 48
府民の声 ⑫ web － 5 48
防災関連施設 ② web － 5 29
大規模事業内容 ⑩ pdf 服部緑地　防災 － －

安全情報

基本情報

建物情報

費用情報

受益情報

提供元 番号 情報経路

①
ホーム(12)>都市魅力・観光(6)>スポーツ・公園(4)>
府営公園(8)>公園紹介(18)

②
ホーム(12)>都市魅力・観光(6)>スポーツ・公園(4)>
事業紹介(8)>大阪府の防災公園(11)>服部緑地

③
ホーム(12)>都市計画・都市整備(11)>土木事務所(7)>
池田土木事務所(11)>府営公園の紹介ページ

④
ホーム(12)>都市計画・都市整備(11)>交通・道路(5)>
公共交通(22)>バイク、駐車場大阪情報(4)>服部緑地第3駐車場

⑤
ホーム(5)>オープン府庁(4)>予算編成過程公表トップ(6)>
平成23年度当初予算通常(7)>一般会計(105)>ユースホステル管理費

⑥
ホーム(5)>オープン府庁(4)>予算編成過程公表トップ(6)>
平成23年度当初予算通常(7)>一般会計(105)>公園管理費

⑦
ホーム(5)>オープン府庁(4)>予算編成過程公表トップ(6)>
平成23年度当初予算通常(7)>一般会計(105)>公園緑地整備費

⑧ ホーム>報道発表資料>詳細

⑬
ホーム(12)>都市魅力・観光(6)>スポーツ・公園(4)>
府営公園(8)>新着情報(11)>服部緑地禁煙箇所

⑨ 服部緑地　費用

⑩ 服部緑地　防災

⑪ 服部緑地　構造

外部サイト ⑫
ホーム(12)>都市魅力・観光(6)>スポーツ・公園(4)>
府営公園(8)>公園紹介(18)>服部緑地外部サイト

大阪府
ホームページ

キーワード
検索
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図-2 営造物 TSプロトタイプの物件種分類 

 

表-4 興味度による点数評価表（被験者 No1） 

 
 

4.2 興味度による市民の類型化 

(1)クラスター分析による市民意識の類型化 

営造物種の各情報ページに対する興味度を 0～2 点

で評価したものが表-4である。その点数評価よりウォ

ード法によるクラスター分析を行った。その結果、「全

体的に興味が低い」「全体的に興味が高い」「一定の興

味を示し、その対象が様々である」という 3 グループ

に分類できた。 

（2）興味遷移状況による市民の類型化 

被験者が営造物TSを一度自由に閲覧した記録より、

その遷移状況を確認し、純粋なユーザビリティーを考

慮した市民の関心事を分析する。ある情報種の閲覧に

より情報種間の推移確率ρijが前後の情報種の閲覧に影

響があると仮定し、遷移確率を計算する。遷移確率は

次式(a)を用いる。 

𝑝𝑖𝑗 =
𝑎𝑖𝑗

∑ 𝑎𝑖𝑗
𝑟
𝑗=1

 ⋯ (a) 

  𝑎𝑖𝑗：関心事 i から関心事 j へ推移する回数

    γ：情報種の個数 

遷移状況の一例を図-3に示す。円の大きさは閲覧回

数に比例している。遷移状況から類型化した結果、「順

序通りの閲覧」「ショートカットを利用する閲覧」「特

定の情報種を閲覧」「全情報に中立的な閲覧」という a

～d の 4 グループに分類した。 

（3）市民の類型化結果 

市民反応調査の結果を閲覧総数/興味度と閲覧の規

則性から位置付けたものが図-4である。閲覧総数/興
味度が少ない市民は自己が持つ規則性から情報に無関

 
図-3 被験者の興味遷移状況（グループ a：No5） 

 

 
図-4 市民反応調査による市民の類型化 

 

心である。それに対し、不規則的な市民は中立的立場

から閲覧するため、閲覧総数/興味度が高くなる。 

また市民反応調査より市民の類型化から、情報に対

する興味の相違性があり、市民意識に応える情報公開

の必要性を確認した。 

5. おわりに 

営造物 TS の利点は情報取得の即地・即物性であり、

「公的営造物」に関する情報取得の簡略化は市民の情

報アクセスの向上となる。また行政が行う情報公開の

アクセス性を高め、市民ニーズを満たした情報公開を

行うことが今後営造物 TS に求められる。 

今後の課題は情報に対する市民ニーズをフィード

バックするために、営造物 TS プロトタイプを供した

実験により得た市民反応から、営造物 TS のデータベ

ースを改善し、システムの実現に向けて取り組みたい。 
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